
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１８日から帯広の森陸上競技場で開催された第72回北海道高等学校陸上

競技選手権大会に、本校陸上競技部全員が出場しました。男子3000ｍ障害で

は3年生の髙橋歩夢くんが第5位に入賞し、8月に沖縄県で開催されるインター

ハイへの出場を決めました。支部大会で出したベストタイム（大会新記録）を

約５秒縮めての快挙です！！ 

「中学生の時に斜里高校陸上部がインターハイに出場したこともあり、全国の

舞台で闘うことは目標として常に意識してきました。決勝では昨年の失敗が頭を

よぎり緊張しましたが、声援に応えることができてホッとしています。インター

ハイでは、平成元年以来破られていないホクレン・ディスタンスチャレンジの記

録を更新して、決勝に残りたいです」…と語ってくれました。 

 

 

 

日本への観光客誘致を目的に、６月２１日から台湾で開催

された「日本観光物産博覧会」に本校知床・産業系列で学ぶ

生徒たちが参加しました。同博覧会は全国の企業や自治体が

日本の魅力をＰＲするイベントですが、昨年「観光甲子園」

で全国３位に入賞したことが評価され、参加が実現しました。 

今回派遣されたのは「観光ビジネス応用」の授業を学ぶ生

徒のうち代表３名ですが、授業選択者全員でＰＲの内容や、

台湾でのヒアリング調査などを準備してきました。 

 

現地では、ＳＯＧＯ百貨店でヒアリングを実施。斜里町のパンフレット

を配りながら、台湾の人たちがどんなツアーに関心があるのかを聞き取り

ました。そして、台北駅のイベント開場につくられた特設ステージでは、

縦１メートル、横５メートルの大型ポスターを使って知床の魅力をアピー

ル。世界自然遺産の景勝地や知床しゃりブランドについて、また高校生オ

ススメの町の魅力についてプレゼンテーションを行ってきました。ご支援

ご協力いただいた皆様、本当にありがとうございました！ 

※発表は Facebook（斜里高校知床産業系列）でご覧いただけます。 
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沖縄でもベストを尽くします！！ 

 
陸上 
競技部 
 

お世話になった通訳の車さんとピース。左から 

本校３年次生の成田さん、清野さん、生田さん。 

トコさんＴシャツとはっぴ姿で元気いっぱいのプレゼン！ 

全国大会は中学の頃からの目標でした！ 



 

 

 

 ７月６日（土）～７日（日）に開催される、第６２回斜高祭に向けて現在準備がすすめられています。今年のテ

ーマは「彩華爛初」（さいからんはつ）。一人ひとりの才能が華のようにあふれるような学校祭にしたいという思い

を込めました。一般公開も予定されていますので、ぜひ足をお運びください。 

 

６日（土）は 12:40～クラス発表 

 各クラスが、クラステーマをも

とに創意工夫あふれるステージ発

表を行います。歌あり、劇あり、ダ

ンスあり（？）の楽しいステージを

ぜひご覧ください。 

７日（日）は 11:00～クラス企画＆個人発表 

 ご飯モノからスイーツまで…

美味しいメニューと、ミニゲーム

などの模擬店を行います。玄関前

ロータリーにはＰＴＡも出店して

います。日曜のお昼時…お腹をす

かせてご来場ください！ 

部活や授業の展示も行っています！ 

 

 

 

 

 斜里中学校のキャリア学習の一環として、高校生が

等身大の自分を後輩に語る「高校生ライフスピーチ」。

今年も斜里中学校からお声かけいただき、６月２０日

本校の３年次生３名が、中学校を訪問してきました。 

 思いを言葉にして人に伝えることは、自分を振り返

ることにもなり、自身の課題を整理する機会にもなり

ます。話す側の高校生にとっても貴重な経験に違いあ

りません。お聴きいただいた中学校のみなさんありが                                

とうございました。 

はじめは緊張の面持ちで話し始めた生徒たちですが、①中学生の頃と現在の自分の違い、②進路目標とその理由・

きっかけ、③実現のために努力していることなどを、いきいきと語っていたのが印象的でした。３年生は進路活動

真っ最中。本校としても、一人ひとりの夢を実現できるよう応援していきます！ 
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左から、藤盛さん、佐々木くん、田村くん。堂々と語ってくれました。 


